
  学級開き１日目 担任あいさつ原稿（スピーチ例） 

みなさん、進級おめでとうございます。 

そして、〇〇中学校〇年目になります、担任の〇〇です。 

いよいよ新しい１年のスタートですね。 

新しいクラス、新しい仲間、新しい先生……。 

どきどき、わくわくしている人も多いと思います。 

きっと、「どんなクラスになるのかな？」と期待と不安が入り混じっていることでしょう。 

でも、その気持ちはとても大切です。 

なぜなら、「よいクラスになってほしい」という願いの裏返しだからです。 

だから大丈夫。 

クラスをつくっていくのは、あなたです。 

あなたが動けば、必ずよいクラスになります。 

これは、私が断言できます。 

 

じゃあ、「よいクラス」ってどんなクラスでしょう？ 

私はこう思います。 

それは――周りの人を幸せにできるクラスです。 

あなたには、周りの〇人を幸せにできる力があります。 

一人の力が、多くの人を幸せにできるんです。 

そして、人は、人を幸せにできる人のまわりに集まってきます。 

信頼されたり、必要とされたり、応援されたりします。 

だからこそ、人を幸せにできる人は、多くの人から幸せにしてもらえるんです。 

つまり―― 

あなたが動けば、あなた自身も幸せになれる。 

そんなクラスをみんなでつくっていきましょう。 

 

では、人を幸せにするためにできることって、なんでしょう？ 

それは―― 

「人に与える」ことです。 

「与える」といっても、モノを渡すという意味ではありません。 

心と心が通じあうものを与えるのです。 



相手に「笑顔」を与える。 

相手に「優しさ」を与える。 

相手に「思いやり」を与える。 

大きなことをしなくていいんです。 

たとえば―― 

目が合ったら「にこっ」とする。 

朝、会ったら「おはよう」と声をかける。 

そんな小さな一歩が、誰かの一日を明るくするんです。 

 

私は、そんなクラスをみんなとつくりたい。 

人を笑顔にできる人に。 

人に愛されるより、愛せる人に。 

この１年間、みんなと一緒に成長できるのを楽しみにしています。 

どうぞよろしくお願いします。 


